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一 

論
説
（
配
点
35
） 

問
一 

解
答
番
号
１ 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
傍
線
Ａ
は
、「
英
語
や
中
国
語
」
と
「
話
し
手
の
数
が
多
い
」
の
２
つ
の
フ
レ
ー
ズ
が
、
英
語
の
文
法
用
語
を
借
用
す
れ
ば
、 

関
係
代
名
詞
の
非
制
限
用
法
の
ご
と
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
中
国
語
と
い
う
」
の
下
に
読
点
を
付
し
て
お
く
方
が
よ
り 

読
み
や
す
く
な
る
。 

問
二 

解
答
番
号
２ 

正
答
①
〔
配
点
４
〕「
拮
抗
」
は
勢
力
が
ほ
ぼ
等
し
い
状
態
。
１
行
目
に
「
話
し
手
の
多
い
大
言
語
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
「
等 

し
さ
」
は
「
話
し
手
の
数
」
で
は
な
く
「
言
語
の
数
（
種
類
）」
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

問
三 

 
 (1) 
 

解
答
番
号
３ 

正
答
⑥
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
特
徴
」。
従
っ
て
(c)
「
奇
特
」
と
(b)
「
徴
兵
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(2) 
 

解
答
番
号
４ 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
許
容
」。
従
っ
て
(b)
「
特
許
」
と
(a)
「
包
容
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(3) 
 

解
答
番
号
５ 

正
答
④
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
規
範
」。
従
っ
て
(b)
「
新
規
」
と
(c)
「
垂
範
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(4) 
 

解
答
番
号
６ 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
案
外
」。
従
っ
て
(c)
「
案
文
」
と
(a)
「
心
外
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

問
四 

記
述
問
題
Ⅰ 

〔
配
点
８
〕
た
と
え
ば
「
あ
い
に
く
」
と
い
う
副
詞
や
、「
残
念
な
が
ら
」
と
い
う
副
詞
句
を
用
い
れ
ば
、
た
と
え
動
詞
部
分
（
述
部
）
を
聞
か 

な
く
て
も
否
定
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
し
、
逆
に
「
ぜ
ひ
」
と
あ
れ
ば
前
向
き
な
姿
勢
・
意
欲
は
述
部
を
聞
く
前
に
読
み
取
る
こ 

と
は
で
き
る
、
と
い
っ
た
程
度
の
意
味
。
解
答
例
は
『「
〇
月
〇
日
の
会
議
は
欠
席
し
ま
す
。」
と
い
う
発
言
に
「
残
念
で
す
が
」
と
い
う
副
詞
句 

を
添
え
れ
ば
、
述
部
を
聞
く
前
に
話
し
手
の
言
い
た
い
こ
と
は
概
ね
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
。』（
77
字
） 

問
五 

記
述
問
題
Ⅱ 

〔
配
点
８
〕
出
題
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
読
み
取
る
べ
き
内
容
は
、
(1)
全
然
は
否
定
語
と
呼
応
す
る
必
要
は
な
い
、
こ
と

と
、
(2)
否
定
語
と
呼
応
し
な
い
言
い
方
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
の
２
点
。
解
答
例
は
『「
ぜ
ん
ぜ
ん
」
は
、
も
と
も
と
は
否
定
語
と
呼
応
す

る
副
詞
で
は
な
か
っ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
否
定
語
と
呼
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
指
摘
。』

（
76
字
） 

  

<

出
題
文
出
典>

 

石
黒 

圭
『
コ
ミ
ュ
力
は
「
副
詞
」
で
決
ま
る
』
光
文
社
新
書
（
光
文
社
） 
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二 
小
説
（
配
点
35
） 

問
一 

 
 

(1) 

解
答
番
号
７ 

正
答
③
〔
配
点
２
〕「
復
興
」
の
「
復
」
は
「
ま
た
」、「
興
」
は
「
お
こ
す
」
の
意
。「
お
こ
す
」
は
「
さ
か
ん
に
な
る
」
こ
と
。 

(2) 

解
答
番
号
８ 

正
答
①
〔
配
点
２
〕「
繁
栄
」
は
「
さ
か
え
る
」
こ
と
。「
繁
」
は
「
草
木
が
生
い
茂
る
ほ
ど
盛
ん
」
な
様
子
を
示
す
。 

(3) 

解
答
番
号
９ 
正
答
②
〔
配
点
２
〕「
横
」
に
は
「
よ
こ
」
の
他
に
「
枠
を
は
み
出
る
（
ex
横
溢
）」「
ほ
し
い
ま
ま
（
ex
横
行
・
専
横
）」
の
意
が
あ
る
。 

(4) 

解
答
番
号
10 
正
答
⑤
〔
配
点
２
〕
「
基
地
」
は
軍
隊
の
根
拠
地
。「
基
」
は
「
土
台
」「
根
本
」
の
意
味
を
持
つ
漢
字
。 

問
二 

解
答
番
号
11 

正
答
④
〔
配
点
４
〕
傍
線
部
直
前
の
「
お
れ
の
立
場
が
正
し
い
筈
」
と
い
う
判
断
の
根
拠
は
、
今
行
わ
れ
て
い
る
類
い
の
議
論
を
学
校
で
行
え

ば
姉
の
よ
う
な
意
見
は
一
挙
に
粉
砕
さ
れ
る
の
が
常
だ
と
い
う
経
験
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。 

問
三 

解
答
番
号
12 

正
答
①
〔
配
点
４
〕
「
昂
奮
し
て
い
っ
た
」
自
分
の
意
見
を
姉
は
「
昂
奮
し
な
い
で
」
軽
く
受
け
流
し
、
し
か
も
、
自
分
は
そ
の
姉
の
意
見
に
論

理
的
に
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悔
し
さ
と
忸
怩

じ

く

じ

た
る
思
い
は
、
青
年
の
場
合
、
自
暴
自
棄
へ
と
つ
な
が
り
易
い
。 

問
四 

記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
８
〕
「
そ
ん
な
」
は
弟
の
発
言
の
す
べ
て
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
首
尾
一
貫
」
は
「
全
て
の
辻
褄

つ
じ
つ
ま

が
合
っ
て
い
る
」
と
い

っ
た
程
度
の
意
味
。
解
答
例
は
『
保
守
党
政
権
を
選
択
す
る
有
権
者
を
批
判
し
、
保
守
党
政
治
の
成
果
を
一
切
認
め
な
い
態
度
は
、
左
翼
の
行
動

や
考
え
方
と
合
致
す
る
、
と
い
う
こ
と
。』（
58
字
） 

問
五 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
７
〕
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
ミ
キ
サ
ー
」
の
比
喩
性
を
ど
う
捉
え
る
か
に
あ
る
。
文
脈
上
、
姉
の
思
い
浮
か
べ
て
い
る
ミ
キ
サ
ー
は
単
な

る
攪
拌

か
く
は
ん

機
で
は
な
く
高
い
粉
砕
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
解
答
例
は
『
左
翼
は
、
保
守
党
政
権
が
苦
心
し
て
成
し
遂
げ
た
成
果
の
い
い
部
分

は
享
受
し
、
不
完
全
な
部
分
は
批
判
す
る
、
と
い
う
こ
と
。』（
49
字
） 

問
六 

解
答
番
号
13 

正
答
②
〔
配
点
４
〕
「
ま
っ
た
く
」
は
「
ま
っ
た
く
の
」
「
ま
っ
た
く
だ
」
の
形
で
「
本
当
」
の
意
味
と
な
る
。
傍
線
部
Ｅ
は
「
や
れ
る
な
ら
と

っ
く
に
や
っ
て
る
け
ど
本
当
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
無
理
な
話
で
ね
え
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
発
言
と
読
み
取
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

 

 <

出
題
文
出
典>

 

大
江
健
三
郎
『
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
』「
大
江
健
三
郎
全
小
説
３
所
収
」（
講
談
社
） 
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三 

語
句
・
文
法
（
配
点
30
） 

問
一 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
  

(1) 
解
答
番
号
14  

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
「
そ
の
こ
と
に
集
中
せ
ず
、
落
ち
着
か
な
い
」
様
子
を
言
う
が
、「
着
実
で
な
い
」
さ
ま
も
指
す
。 

(2) 

解
答
番
号
15 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
胡
座

あ

ぐ

ら

と
正
座
、
あ
る
い
は
中
腰
を
対
比
さ
せ
た
視
覚
的
な
慣
用
句
。「
こ
の
地
位
は
安
泰
で
あ
る
」
と
い
う
安
心
感
を
言
う
。 

(3) 

解
答
番
号
16 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
「
曲
」
は
、
ま
っ
す
ぐ
で
な
い
こ
と
か
ら
「
変
化
」「
面
白
み
」
の
意
味
が
生
じ
た
。 

問
二  (1) 

解
答
番
号
17  
正
答
④
〔
配
点
３
〕「
鎌
を
か
け
る
」
の
「
鎌
」
は
草
や
柴
を
刈
る
た
め
の
農
具
。
刃
の
部
分
が
三
日
月
形
を
し
て
い
る
た
め
、
誘
い
を
か
け
る 

の
意
が
生
ま
れ
た
か
。
他
に
「
火
打
ち
鎌
」
の
「
鎌
」
と
す
る
説
も
あ
る
。 

(2) 

解
答
番
号
18 

 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
目
が
肥
え
る
」
と
は
「
見
慣
れ
て
い
て
善
し
悪
し
を
見
分
け
る
力
が
あ
る
」
こ
と
。 

(3) 

解
答
番
号
19 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
「
舌
を
巻
く
」
は
「
非
常
に
感
心
す
る
」「
ひ
ど
く
驚
く
」
の
意
。「
言
葉
も
出
な
い
」
さ
ま
か
ら
。 

問
三 

(1) 

解
答
番
号
20  

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
名
誉
」
は
「
よ
い
評
判
」、「
毀
損
」
の
「
毀
」
は
「
こ
わ
す
」「
き
ず
つ
け
る
」
の
意
。 

(2) 

解
答
番
号
21 

 

正
答
④
〔
配
点
３
〕
「
半
信
半
疑
」
を
訓
読
す
れ
ば
文
字
通
り
の
意
味
が
現
れ
る
が
、
正
確
に
は
「
真
偽
を
決
め
か
ね
て
い
る
」
さ
ま
を
言
う
。 

(3) 

解
答
番
号
22 

 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
「
順
風
」
は
「
追
い
風
」、「
満
帆
」
は
「
帆
を
い
っ
ぱ
い
に
張
る
」
こ
と
。 

(4) 

解
答
番
号
23 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
「
貫
徹
」
の
「
貫
」
は
「
つ
ら
ぬ
く
」、「
徹
」
は
「
と
お
す
」
の
意
。 
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〈
記
述
問
題
採
点
基
準
〉 

一 
論
説 

 

問
四 

記
述
問
題
Ⅰ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

出
題
文
が
求
め
る
条
件
（
表
現
の
骨
格
）
が
充
た
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

任
意
の
副
詞
ま
た
は
副
詞
句
及
び
そ
れ
ら
に
準
ず
る
語
が
ど
の
よ
う
な
結
論
を
予
想
さ
せ
る
か
に
触
れ
得
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

問
五 

記
述
問
題
Ⅱ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

「
ぜ
ん
ぜ
ん
」
と
い
う
副
詞
は
否
定
語
と
呼
応
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
示
し
得
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

何
ら
か
の
事
情
で
「
ぜ
ん
ぜ
ん
」
が
呼
応
の
副
詞
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
触
れ
得
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

 

二 
 

小
説 

 
 
 
 
 
 

問
四 

記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
８
〕 

(1) 

「
そ
ん
な
」
の
指
示
内
容
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
⑤
】 

(2) 

(1)
の
内
容
と
「
何
が
」
「
ど
う
い
う
点
で
」
一
致
し
て
い
る
と
姉
は
言
っ
て
い
る
の
か
が
説
明
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

問
五 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
７
〕 

(1) 

設
問
の
条
件
で
あ
る
「
主
語
」
が
明
示
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
②
】 

(2) 

「
ミ
キ
サ
ー
」
の
比
喩
性
が
正
し
く
解
体
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
②
】 

(3) 

「
甘
い
汁
」
と
「
辛
い
汁
」
の
説
明
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

  


